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山
本
博
士
の
追
憶市申

戸

E 

雄

山
本
博
士
ほ
ど
民
面
白
た
同
僚
は
少
い
。
博
士
は
何
時
過
つ

て
も
用
件
し
か
話
し
出
さ
れ
た
己
と
は
な
か
っ
た
。
博
士
か
ら

冗
談
と
か
無
駄
口
と
か
い
ふ
も
の
を
聞
い
た
と
と
は
な
い
。
人

は
兎
角
他
人
。
批
評
白
し
た
い
も
り
だ
が
、
共
も
博
上
か
ら
聞

い
た
乙
と
は
な
い
。

博
士
白
庭
面
白
な
性
格
は
恐
ら
く
共
信
仰
か
ら
来
た
も
の
で

あ
ら
う
。
博
士
は
固
い
耶
蘇
毅
白
信
者
で
あ
っ
た
ロ
車
た
る
形

だ
砂
の
信
者
で
は
な
く
、
貫
践
的
な
信
者
で
あ
っ
た
。
酒
も
嗣
町

草
も
用
ひ
十
、
永
く
京
都
に
住
居
し
て
居
詮
が
ら
、
祇
閑
、
新

京
極
へ
足
踏
み
さ
れ
た
己
と
は
左
か
っ
た
さ
う
だ
。

此
民
団
目
た
性
格
は
共
闘
申
問
に
も
現
は
れ
て
居
る
。
博
士
の

研
究
的
態
度
は
岡
県
撃
共
も
の
で
あ
り
、
共
著
書
論
丈
K
も
其
態

度
が
よ
〈
現
は
れ
七
居
る
。
博
士
の
買
面
白
た
書
き
物
は
見
た

謹

棺

文

己
と
が
あ
る
け
れ

E
も
、
其
随
筆
風
左
も
白
を
溌
見
す
る
己
と

は
出
来
た
い
。

博
士
白
親
孝
行
在
と
と
は
有
名
で
あ
る
。
博
士
は
比
較
的
に

結
婚
さ
れ
た
の
が
逗
か
っ
た
。
長
い
閥
、
母
君
と
御
一
絡
に
住

っ
て
屑
ら
れ
た
が
、
共
は
母
君
へ
の
心
遣
ひ
か
ら
で
あ
っ
た
と

聞
い
て
居
る
。

博
士
は
首
畑
氏
吹
策
の
外
に
、
工
業
政
策
を
専
攻
せ
ら
れ
、
枇

合
政
策
に
も
関
心
を
有
っ
て
居
ら
れ
た
が
、
博
士
白
思
想
問
題

に
封
ず
る
態
度
は
始
終
一
貫
し
て
排
枇
曾
主
義
で
あ
う
た
。
マ

ル
キ
ス
ト
忙
針
し

τ
は
、
正
面
か
ら
反
封
し
、
京
都
大
事
に
於
け

る
大
臣
末
期
の
壊
内
思
想
動
揺
時
代
に
も
、
博
士
は
岡
島
錦
治

博
士
左
共
K
.
敢
然
・
と
し
て
マ
ル
キ
ス
ト
運
訪
を
排
撃
さ
れ
た
。

此
市
出
に
も
博
士
の
買
面
目
た
性
格
が
現
は
れ
て
居
る
。
主
ハ
首
時

の
情
勢
に
で
は
、
今
少
し
〈
寛
容
た
る
態
度
に
出
ら
れ
た
し
と

ら態の
ね皮感

o のを

町j も
干位い
ただ
り ν‘
し た
<:: I:J" 
と れ
にど
むも
し、

ろ 今
敬， 1<: 
主主主 し
をて
表思
し t

た と
ザ
れ I専
r.r :+; 
ir. rD 

私
は
博
士
に
は
以
上
の
知
に
於
て
敬
服
し
て
居
る
け
れ
ど

館
主
十
ニ
巷
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文

も
、
多
少
、
潔
癖
の
嫌
が
あ
り
、
清
濁
併
呑
を
敢
て
し
得
ち
れ

在
か
っ
た
と
い
ふ
恨
み
が
あ
っ
た
。
博
士
に
は
随
っ
て
政
治
家

的
素
質
主
認
め
る
こ
と
は
出
来
ね
。
印
ち
博
士
は
岡
県
側
友
製
者

で
あ
り
、
純
真
左
る
教
育
者
で
あ
っ
た
。
其
庭
に
博
!
の
使
命

が
あ
り
、
又
完
全
に
之
を
旧
抗
さ
れ
た
の
で
あ
る
。




